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感 謝 の 心 を大 切 に して
例年よりも降雪量が多くなり、運動場にはずっと雪が残っている状況が続きました。新型

コロナウィルスもオミクロン株の強い感染力の中、市内でも多くの感染者が出ており、蔓延

防止重点措置が京都府で３月６日まで延長となりました。そのため、楽しみにしていただい
いていた「６年生を送る会」については残念ながら子どもたちのみの参加となりました。本

日実施した「６年生を送る会」については児童がタブレットを持ち帰り各家庭でご家族と共
に鑑賞する機会があります。お子様のおられる学年の発表の動画をそれぞれが持ち帰ります。

著作権や個人情報保護を意識してのご鑑賞をお願いします。
さて、私たちの生活において、３月は「別れの季節」でもあります。卒業や異動等、お世話になったことへの感謝、離

れてしまう寂しさ、これまでと変わらぬ活躍を願う季節となりました。

早いもので、卒業式（３月２３日）・修了式（３月２４日）まで残すところ３週間余りとなりました。職員一同、本年度
の総仕上げに向けて全力で取り組んで参ります。今後とも本校教育にご支援とご協力の程、よろしくお願い申しあげます。

校 長 中江 浩二 教職員一同

令 和 ３ 年 度 由 良 川 小 学 校 教 育 活 動 「 保 護 者 」 ア ン ケ ー ト 結 果 令 和 ４ 年 ２ 月 実 施 回 答 数 ３ ８

評 価 項 目 よ く 当 て は ま る 当 て は ま る あ ま り 当 て は ま ら な い 当 て は ま ら な い

1 学 校 は 、 子 ど も を よ く 理 解 し て 、 良 さ を 認 め 伸 ば そ う と し て い る 。 16 21 0 1

2 学 校 は 、 わ か る 授 業 を 通 し て 、 学 力 向 上 に 取 り 組 ん で い る 。 13 23 1 1

3 学 校 は 、 人 権 学 習 や ふ れ あ い 活 動 を 通 し て 、 人 権 尊 重 や 心 や 態 度 を 育 て て い る 。 21 16 1 0

4 学 校 は 、 体 育 や 体 育 的 行 事 を 通 し て 、 児 童 の 体 力 向 上 に 取 り 組 ん で い る 。 16 20 2 1

5 学 校 は 、 地 域 の 人 や 文 化 等 を 活 用 し 、 特 色 あ る 学 校 づ く り に 努 め て い る 。 20 16 2 0

6 学 校 は 、 安 全 管 理 や 環 境 美 化 に し っ か り 取 り 組 ん で い る 。 14 23 1 0

7 学 校 は 、 家 庭 訪 問 や 個 人 懇 談 等 で 家 庭 と 連 携 を 密 に し て 取 組 を 進 め て い る 。 10 21 7 0

8 学 校 は 、 便 り や ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 児 童 の 様 子 や 学 校 の 取 組 を よ く 伝 え て い る 。 23 14 1 0

9 学 校 は 、 学 習 や 行 事 の 様 子 を 公 開 し て 、 開 か れ た 学 校 づ く り に 努 め て い る 。 18 16 4 0

10 子 ど も は 、 学 校 生 活 を 楽 し く 送 っ て い る 様 子 で あ る 。 20 15 2 1

11 子 ど も は 、 学 習 に 熱 心 に 取 り 組 み 、 基 礎 的 な 学 力 を 身 に 付 け て い る 。 6 29 2 1

12 子 ど も は 、 自 分 の 考 え を 相 手 に 分 か り や す く 伝 え る 力 を 身 に 付 け て い る 。 7 25 5 1

13 子 ど も は 、 家 庭 や 地 域 等 で き ち ん と 挨 拶 し て い る 。 15 19 3 1

14 子 ど も は 、 土 曜 日 や 休 日 を 有 意 義 に 過 ご し て い る 。 6 19 13 0

15 家 庭 で も 、 し っ か り 読 書 す る よ う に 環 境 や 声 掛 け 等 に 気 を 付 け て い る 。 5 19 13 1

16 家 庭 で は 、 子 ど も と 学 校 や 外 で 会 っ た 出 来 事 等 に つ い て 話 を し て い る 。 13 24 1 0

17 Ｐ Ｔ Ａ 活 動 （ 参 観 日 、 集 会 、 行 事 等 ） に 積 極 的 に 参 加 し て い る 。 18 17 3 0

学校の取組（１～９）については、今年度も新型コロナウィルス感染症の影響で通常の活動とはならず

よく当てはまるが減り、当てはまるが多くなりました。そんな中でしたが、できる範囲で地域の自然や文

化を活かした特色ある学校づくりを進め、活動の様子はお便りやホームページ等で分かりやすくお伝えし

ていくことができたように思います。今後も、小規模校のよさを活かして、全職員で全校児童に関わり、

子ども一人一人のよさを伸ばして自己肯定感を高める取組を進めていきます。今年度はＧＩＧＡスクール

構想も始まり、タブレットの導入という大きな教育改革がなされました。今後さらに、ＩＣＴの活用をよ

り効果的に進めていきたいと考えています。

子どもの様子（ 10 ～ 14）については、「 10 子どもは、学校生活を楽しく送っている様子である。」につ

いては、昨年とそれほど変わらない評価をしていただいています。「 14 子どもは、土曜日や休日を有意義

に過ごしている。」は新型コロナウィルス感染症の影響もあり昨年同様に数値が下がっています。子どもた

ちがこれまで通り、思い切り元気に遊べる日が早く戻ってほしいと痛感しました。依然としてまだまだ先

が見えない現状ですが、ストレスを溜めずに希望や夢を大切にして、今までに経験したことのない時期を

乗り切りましょう。


